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アスパラガスの
アレルギー改善効果
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SAGAラボ10＋Ｇ
工業技術センター背 景

日本では 2人に１人 がアレルギー
出典 リウマチ・アレルギー対策委員会報告書（H23年）

医薬品による 緩和治療
臨床分野では

抗アレルギー食品素材
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・食経験からの安全性や信頼
・重篤な副作用の報告がない

・長期間の摂食が可能

⇒ 大きな需要に応えることが可能

・機能性食品への関心・期待
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抗アレルギー食品素材の探索

細胞

炎症物質
(アレルギーの原因物質)

アレルギーの予防・改善

アレルギー患者
（アトピー性皮膚炎、気管支喘息、花粉症）

炎症物質の減少

アスパラガスが強い”抗アレルギー効果“を示した

抑制

◆細胞試験によるスクリーニング

* 抑制率=((サンプル)-(通常状態))/((アレルギー状態)-(通常状態)) 

＊

SAGAラボ10＋Ｇ
工業技術センター抗アレルギー成分の特定

糖脂質とリン脂質が有効成分
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アスパラガスの脂質

Iwamoto et al., Journal of Agricultural & Food Chemistry, 2020, 68, 15199-15207
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SAGAラボ10＋Ｇ
工業技術センターアトピー性皮膚炎モデル試験

動物試験でも有効性を確認

頭
部
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通常飼育群 アトピー誘導群
（アレルゲン塗布）

糖脂質摂取群
（アレルゲン塗布＋糖脂質）

リン脂質摂取群
（アレルゲン塗布+リン脂質）

29%改善!! 27%改善!!皮膚炎症状を

動物実験 12 週間後のマウスの写真

本試験は、西九州大学 と さがフード&コスメラボ の協力により西九州大学動物実験委員会の承認のもと、適正に実施された。

SAGAラボ10＋Ｇ
工業技術センター廃棄部の有効活用の可能性

廃棄部にも”同等の効果”を確認

◆廃棄部の調製
アトピー誘導群

エサの4%に廃棄部

エサの8%に廃棄部

上部
25 cm

下部
2 cm

可食部

廃棄部

2,430 t/年

243 t/年

（令和２年産野菜生産出荷統計より）

◆細胞試験
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同等の抑制効果

◆アトピー性皮膚炎モデル

43%改善

22%改善
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工業技術センター今後の展開

70℃の加熱を境に抗アレルギー効果が高まることを発見

炎症物質を抑制

炎
症

物
質

量
(%

)

150

100

50

0

上部 中部 下部

生 加熱

◆アスパラガス加工方法 ◆炎症物質放出への影響

上部 7 cm

中部 9 cm

下部 9 cm

スチーム処理

乾燥

抽出

エキス

上部 中部 下部

県内企業との “共同研究や商品開発” を目指す
特許6456996号、特許6456997号

アレルギー症状がある方の ”QOL向上” に役立てたい
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